
軸 隻脚の珊恥三線かれるAkTbnOV.Boわr"閉廷と

その茶毘

広島大学頚管部 JlI祈 祷

Si T.･q柵-BI･ndinqEleC,trOn L結晶のトポロ,}一

回1の±っの席晶.3コーウリサド禿何の意味をJ3同等でJJ,JLW トポロ:jXllレに)押r等
でf)る. このTEl等性を反放てる甘雀式がL･のよう,iものかi秀之る. そのT:=あに′各格

i息に,亀数も昏青Lてるヱ次元ヘク

トルvt-(れェ,n甘)王侯って各号

フ̀tTをし, (cL)の称手中の毛羽犬放言

t;9hト b''nd叫 止似て取け扱 って3T

よう.tL'9ht-bTnd･'ng 古老卦 3

(モー盲(汁))C(叫

三㌦ ,T(rl,rtl)C(n')

(1.イ)

とriも･ここをC(帆)IT.席}認知関数の祐与息rLIこお 一つる撮塙,E(yL)T3そこにおL,7る
席古内電与の草血で即 ,乱てよる絶島塊の変動D噂 を草位互:/フトごてるニLもこの孝

牡のVt一例引生T･最わしていろ｡きた′T(帆 ,帆,)は ,ポー/ドの長コが変化てるこLによ

′),hoppL･ngmatrJ'xqt･臭化てること互恵寸.

ここで,原}牢化やhopp叫 matrt'yv r梅島の互に対して鈍感で,Eひい とT叫 rL')

は一定モあるとてると,(1.日 T3

(≡-Eo)Cくれ1-T∑pecくrL') (I.2 1)

とな/),くb)の中の電3-のtL･9ht-b''ndtnq オ零式に呼名てる.もし,C主格3一息の各

号rLそ13なく,格i息のイ立正R仇の関数として書くとき,(1.1)'J,

(モ ー 盲｡)C(R九)弓 T∑ わ.C(R巾,) (1.3)

と'dるが′fan13.二つの各を<･t巽,指 値モとろpL;,この音溝卦 3(1.2)LJ絹 ,i/),

椅31のユー7りp,ド舟何嘗蛸 遺 言長政してIlろ･7,1わち′t.･･ght-b･･nd叫 才耐 乏

格も鬼の番号互使って書き下ろ1とき ′ 各3･のユーワリ.,ド升何与的靖dkI3Eくrt) や ･r(

rt,れ')t頂 われら が , これらの東か主食鬼てると′ト7rt'ロ--Jkかレに同等甘二つの各を上り邑

恥 ま現われ･3<fJみ.特に (1.2)は′cm)l叩 くLP･rt)という解ともつことに出 t.し
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よう.

以上のことD､ら,,6品乾牡のト'Tt.ロブ

DJL,な特徴のわ互柵へようと野iJ31,(I.

2)の型のt'･･ght-bJ'nd叫 音溝耳の柄

首領へればよ日ごとがわかる.団1(a)

はエ V'ヂ型乾他何亘のD"J/)陀dpJ希古

布遣手･即 , (b)13, ト7T,'ロ:)tm HこFl

等,描 与やある.そこそrb)にみられる

長l､訂-/ドも如 ､.げ ンドも恥 tr- fer-Yrntn･xの確言もつとすれば,'1･Z)を和 す

Cくれ)L地 位補色のトポロジ別レfd'異特性の影響のわも受17るように,dる{･あろう｡回 3

(a)に13,失聴のス7り1一息任の希絹 造言れ てあ･′1,回3(i)に｡′それとトポロ
:Jlガル,lこ何号,i冷a-言掛 lてある.

§之 Nonylals'teliAnornaloussite.

泉虹Ti合tT椿を中の各格与息の批正もRと書くこと

にてる.恥 こ,各港を息に番号モつけろことにしよう.

この朗 のつ･TT L7 , 一過 ′)そ朋 l､1'.し甘し,固

之(い やB]3(が のように,先金絡みの各も息に兼を

毛並 ･̂てト/Trロ:JD Iレに固執 こ7iろように庶3･もつ吋

4-号象ト つだlTJ+つJT,その希},官､の止まr盲使っ

て番号プrTi行うようにすれ7.SLY.rとSlのれと
け′准3一定数の因3･た-1丁ちがうlこすざ5't､.丹空間手

のt,l押 -b･･nd･'nqi'雀式と増 間7-p'才蔵式盲,篭
れ宅"帆

EE(良)モT∑象′C-くR') く2.1a)

EC(r)耳T∑.･Cくr●) (ユ.り )

と暑くことにする･ここ誓,蛇 闇の朗 が 沌 閏の

点rlこ柿 するとして,C(良);C(叩 ))である.二の二つの式の佃の補体 'J,(1.3)

と(i･2)の闇の慰撫 と何等市史ヱrの賓激 変攻によ,て互 川 璃 わJJ%うものT･ある.r

DYJ可Z(令)のAJ菅､の放置盲をわす堵合音棟さ . く2.1tM ,定食絡み中のオ讃式･L何形て･5,

ろ･きた,この卦 言′スクリュー吸血の船 に∫言,すべての息で克合格与中の音名式､とtFl

碍て･ある･ただ●L,エッヂ型の患舷の船 ,固之tb)の長Llirt-Lンド言lH ん絹 J)合う番

を息に汚 し ′ rJ-7rが東食藤与の之軌 て,i,て宗一′1,5た,固 3(ち)の朝 の訂ニトやけ′

bJィ が 音場食言もつところp成 金絡 みとL3ちD,ラ.これらの ′長l､ポ､ニド･T掬 の訂ン

ド'言cLnoyncLIousboyld,cLnoplaLousboyld の晩巳とrd･る希与えもan.仰CJ.LtS

stlteと如 i'ことに丁る三'針 の訂ンド†希i息 trlOrrTntI,Ond, nor,nat,ite とサ
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ぶ.てると,r一空間や13,各凍み･J3え全漆与の格を息に位邑てるDl-,矧 こnormo.Ist'te

では ,その筋野の冷 }息 とのつ,J JJrJ)kも東金冷a･LltilけT･ある.LT:-utt･,て,く2･1い

J言 LYtOrTnal s,･teLこつIlてI強 食冷}中のオ亀式 と東食にfB1号で･ある.anon竹tOt̂S

bond の各色を史郎 ヒてるには,少 し工夫抑 甘草 である.

ス7･)ユー取払の蕗合言責とよう.rが 図3(i)のA息の位置 rA になるとき,(～.ib)

の右辺)てC(吋という項が現われる.ところ子鹿牡鹿 に患 ってJ3輩直対称性 が昇 ってIlろ

から, C(r=8)-助pく一鴫 b)C(p8-と阜LTる.ここに食卓 13g-%向の汲むprワい し , b

13BurgerS VeCtOr 号音-%向の-格 調 恥 て等し1､.このことtpら,Qmp7n血M
血 ド且 LT-1恵 与は,cvyL即しAR.ctALbondでり7,3<息彼 T･示 しTtrtt-/ド盲通過 し,TtJでし

この寸r/卜も好7日 ,硬卸間軌 こけ 叫 (土地 b)とt,う固8-m ､かみものと方とれ13Lよ

いこと1てなる. (a.1b)の旦J&才蔵卦 3,髭合格 も中で･の谷取式 もE-e(I,)として,.

ECくr)等 eく-LVr)COr･)

と書 LTる.そこそ,ス7りユー型乾血生婦中の恵与の夜勤間数 13

C(ヱ>0, 号モ0十)講-e･tP(レk書b)C昧 >0,才ニ0-)

というLT年長件のもとで(之.ヱ)綿 t､て求与る.3'

i3 半導体恵与L-Jlてるス7リュ-型患蝕の影響

(1.2)

く之.3)

これ寺で･の謀哉 を は,席を中の客も1槽･D1--㈲ぐあると3"iしてきたgr,ここぞり3.す

っと複雑Jて′例えばチイ了モンド祷盈もとるSlやGeのよう,i物貨中の恵みのJTンド盲

t'･1ht-b'･nd･tnq血状で計算てること喜怒壊 してわも.こうするのけ,賂 んモ問題 も後輩い二

組 しようという蔦酌 ､らで･13T3く,このようri一級 のみ合ても,実 相(之.～)も･Su･u,･

3)のようrd'簡単rd･問題に一鶴 するということを示 すRめやある.

これらの物箕13,空間冷与として-3手cc称31で･′その一つの基底tて之咽の兼与tFある.

各長島のサ-の蔑31の比定もRLL,このヤクい レ首巻鳥 相 別てる番号 Lレても扱うこ

い て了も.まR,この着直のオ二の寮与の放置もR十d｡ と書 く.乾 也 があるとき,cV(,

(純 の関数であるDY,LJ3'L;<Jつ.東食希も中の電3･の鵠編 と了もことl:して,これを定

数 Jl-ワトJL,と-Tろ･各叢3･には′S,恥 9号,Plの町つの常も状経trあるとして,宅れ

13に耶 るtIlSht:b.･nd叫 他 言C錘 ),C錘 'L了ろ.TY年の p-r7,S′体,

py′屯 iもし′上ツキのく1)と(ヱ)17,基轟Rのサーもtさび廿この度8･l二間するもので.i,

ち.きた′C"I(R) (いり .ヱ日 3C錘 )首サト阜Elの客恵とてらよう,itD元ぺJ7ト･L,ち

あるとてる.

すると′ B9ht-bI･hd.tng甘煮式は次のようになる.

ECく''(A)-∑3H"･1'(dt;)伽 ･dO;-d.)+ちH-̀,"(e3)dJとR†C,) (3･ia)

ECa'(A )-∑JHu･.'(dr')C'りくR･dj"+d.)十∑jH̀7･I'(e3-cP'くR十q) (3･1も)
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ここ子,dr ｡叶 - ･4日l養鳥 1こ長一ろし加 の凍3-叫 ′ その i如 の最域藩各与

息の他五 号で･引=たぺワトル,ei(i- 1-t2)描.ある最 もから さ各 自の升二頂尊寄与

息まで引L､Rへ 7いレある.Hい̀'ほ,4吋 4!･JのîW･JT-ある.后且 の号 を尺のiT川 T･

句 lor農村 して,これ互

ECくR)-H(トLd;t'･ql,ト ieI･.iI)C(fi) (3･之)

は くこと･こしょう･ここでC(R,-(g:i:',)L3,咽 の昏- もつぺ7- で･Hlユ′g
nS刊の竹列T･あら.

宮全希手中の工手 LL･ギーJ1-ンドJ3,この式にC(Ja ) - -p(LP･JO も代 入し,UくP)i

H(tF･･dJl,tp･eIl)iH和してろユニ9リー行 事Ilとして,

冒≡…U-IくP)H(lP･dJい t)･eJi)UくP) - eJくP) (3.3)

によって求められ る.ここに亀13TT内行刊 である.

取牡 pr入って持品が互v L,上に出 てきたd;̀'f･CIL3塊相 の間数 と'3る.互んr-J格 31

中でのこれらのも てへ互つLlることlててると′取 也号令V蕗畠中の Schr6d叫er音程或

lつ,く3.之)のtiわL)tて
′ヽ■

EC(良)>H(トし砕 くR)･鴨1,ト塙 くR)･V,I)己(R) (3･4)

と fd'ろ.ここそ,Hの関数形 は′絡31D埴 わ を女 L7てt'下里 て､あらとしてt､ち.これ･7,

S2.のスワり1-見放 のようlこ,ダンケリン7-7rt-ンドの'3日吸血.Jら許 される.

ここで′次のよう,d枚 数更改 も行う/;'

r三R→U.(良) (3.5-)

ここ1こLu R)は .乾他 による寄与の変牡綿 了.血牢∫了で東金鈴島中手rlてあった簾 3･DT

互h Jミよ,てuくrHrlTえ放 して新 レLl化定 R にまろとJr ,Jレて一ph r 十 LACr) L書く

DY･,く3.3117この政吏諌 T･あら.TrJわち,Rヰ 喝 で･乾他も含む称 }点 上 に谷和 して･､ろ

厚Sp rを 問そJコ,気合猿手の格L色土rh 帝 することlこなJJ,く3.∫)t才,前節 の良一r

の吏決 と仝 くTBILJもの<･ある.

したがって.更衣後mm 7naLsih に来ろ原 Sltて苅 して (3.4川

EC(r)‡ H(ト Ld芦vJ.卜ieJ･V,I)Cくr) (3.∫)
に変課 される.これ･-,え合格 3一軒の電3･に対 すろ奇態盲 (3.2)と仝く同L憎 も レ て Ilも.

この式<-di'L'やellT,rR.つ取落 し,JLlから,前座 の∪(P)そ Pト L∇,Iほ き凍 乙T'

藻よもUトも∇,) 盲快 'て′ く3･̀ )のHも17如 ヒモきて.

E Cdくr)q ed(-LV,)Cdくr) く3.r7)

が･出 ろ･ただし.Cdくr)iU-1く-Lv-)Cくr) である･ また,抑 れ払 L▲→ もれJ の存在
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(て ′ 再tl'⊂く31W ,甘--0十,筈1-叫 (Lb.b)CCX叫 130-,等) で･東部 ヒモさ.どれ よ'･1.

Cd(叉" .甘=0+,隻)-伽p(Cb事b)Cd(エ" .甘=0-.号1 (3.g)

(3.rn の右乱の行列 edが苅再行列で･あることt'､ら′この卦 コCdの合成J&各 の式(I

血叫 立見 も･きた,く3･e･)もCd の各軸 に苅 てる長件 とTJ'ろ･した が -て′ :こC,

帯で杏えてモた ようrJ･JTン卜がタ牧 ある物算中T-ち ,軒 くべ 亡者単式 と篭れに対するrT予

養件は′JY･-.汁 が一つの船 主舟 く河 レものに･J,)./T-/ト･間県令鴫 こLb,d'い ことが･J&

V､与.したが って,lXTY･仔.再t̂･JTニドDr-7の船 にも LL,て輔満 する.

§4 1T-,}鴫嘘論

r一隻聞手の或(之.1)(こむいて,く3.n D､ら作 られ る竜一 drl(I-と くR))･dR もn､入す

ると

′ヽ■
【E一色(tt一己くRげ 一･V,)]C くR)--o (4.1)

叱 る･ここlこ,と くRM djsふ 払 五- - 絹 って ･ E L3-- /3Rl 盲も疲 する･

Scw 乾仕では,乾吐軸 言2･血 に藍 At'と,tの戎舟 のうち と粥と巳,‡のわ が 07･'ill鳩

ももつ･LRvTって′e･810 と'3'),これS′) , (I-i )~1 - 1 .8 とレて い l=

LI-JJも. また′これらの球か り手了も弾性論的患式は,

Eェ字--一 七人んe/zqt , EIt弓 もCbSO/2% (4.21

である.比 tのこ ともe三和 1/a- の蕗合に使 う と(4･1)から

[(嘉 一Lk.も震 音)1十(☆ ･Lt.も一覧を 11十七～〕C(xJYh o (4･3-

が出 ろ:'ここ<･,丁子.こCくR)=叩 くLt.Z)C⊥(1,Y)とrjることも使 い.CLの鵬 の一･L'

乙i=lコ

17馬路レR.これは.Aモ (C/a)恥 も/2.7tR)C｡というゲージ塊 中のも も に打 てる

schrBd･'nler 甘埠式であり.この絹 和 食.bq e4./C (中 :rnar｡LC 叫 )とも･く

LA食.elf.ytN _BJR,m 絹 式7'-Ji･る.剛 ,ff-=畑 の相 も使 ,て (4.1)を

【- e(V.一号 Aく月,n]～C(A)き q (4･4)

と書 こう.この甘憩式は,lf--1･突凍

A- Al-糾 ,t C～-C---峰 声･dL)C～(良, (4･計,

lこ喝 して絹 にな,て､､ろ.号た.く4.4)D､らrf一三滴 互:/ATRめにI言.吏裸

だ(A,-叫 射 RA･dtlcくだ,-- p(W k.b/2W,C(R, '4.い

ちnえLTStl.I)

一敗の型 の乾牡の船 ,A-(ト erl･£･vA とt,う ようlてopeYuも.T の掛 こff･一
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=}鴫も液確してかる.しかし, VRLeDP交壊し,JL.T;わlこ,(4.ど)の よう,J'ゲー:J'変枚 に

対して(4･4)は下支<･1才rJくrd'る.したが,て,このようrd-DIDPゲージ場T･あるとLlう

Te.tcLIey9h主軌 こけ賀砿出入TS.I. しやし′東泉

だ｡只'-一盆叫-(JRdが E｡RQ" ]C(.,, (4.ウ'

によ,て′ (4.1)甘､らIf'-:J'塊r誘え出東iい ,う息I:耶しこは,(4.占)Ti乾簸生える.

(4･1)Pらゲ-:}塊と璃互レTt方最か 1,前の二つの帝のr一里脚E.､のi･発音 に他,iら,i

いいち,(4･7)は′乾他部 恥､ら究全港与への座株安棟もしたことに初雪する.tl与′

(4･ワ)の識令の下碑として.虎O-(エ>0,冒- 0,き) 互と/),新 路t地 位軸 i一周す

るようLて旦 JL..Rq (ユ>0, 9 号十0,富)のとさ,

huedL･e王も

絹 うと･C～(Rd)-C (々 一) C～(R)-C(R -b)叱 る･ここに′b L才BL"5抑 代か■ヽ■ ■ヽ.■
Tpある.C(A.)aC(A) よn

Cは " .リ3-0, 富)ミ C(エーbl, 昔- b, †0,才-i.) (4･甘)

とL̂う草韓が怒るq.)これは , (Z.3)を乾汲レTtものである.

亀F Ah T,O,tOtト Bo食〝し音溝式の散乱僻

最後.こ , 付帯養件 く之.3)のついた音名式比.之)の取乱鼎 を表C'ろ手頓と¥の給具につ11

て帝単に絃韓する.一級の1羊岬 -･スベクトルの船 につI'てJT数値解盲嚢 G,hLOJ..'L

D､T'illのT･,ここで､J3,

eくP)一字yh ff 十YZ‡flや, †÷ Y.､や,I (∫｣ )

とIlつ船 に取る.寺r=,この式o'右皿 l一重定収-(-あるとレて甘く.等廿的,iスヤ7トル

の鴻鋸 っIlては,7引 て筆者ら.てよ′卿 ､れてtlろ暮'叫 ,その艶福 に徒も L71sl､. ま

丁′c(r,盲 k･.代Lh｡仔-H4m - ゞ のが 'T･

C(r, - p･r,-i(軌 ,IidlG(ド-rt,- )-C(r･,U,(V･,G(r悪

と書く･ここに′1㌦ (V)-Y 巾｡ト W.V m 粕 有の波音 31- ･'-q･Jこ郎 ろ軟骨,千
1才左側lて解明了ろことも意味てる.G(,- r･) は

(E- e(-LV))Q(ト W-.) とS(r-W･') (51.3)

で足草される>り-/間数であろ.入和粗3･の節度友｡ 1-2両恥 あるとして,

C(エ>0,y=- 0)-C.eJyP(し良 工)+0(Vn くt.LLa)

ru!ck,.,,I-0 - Cl也p(Lflエ)応訂 コ 言 節 蒜 -ow l)(∫･LL8,
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と=う形 与良見てろ.T-J-=し′ 良 17人約款の波動 へ7トルのエー船 でLある･てらll･

(t.i)(･lr-くエノ 甘 い 0)Lか lて碍L;れろ祐分有名和 捕 '7て,

C.-eJVP(宜 もも)cos(五 七才も)

C之- 之･叫 卜 =÷ 如 一等)).ふ(÷ 境,ち)

((.{久)

((.i-令)

と'Jる.-取のr J-m てるC(r)の温E3(t.LLLlノも) と(㌻･ra,令)妄(∫.～)の右収E::代入

して, 文献3と珂篠 1-A(tわL;れろ.'i3; , く∫.1)の石見が頁定温のとさの掛 1 ′ (( .LLQ′i)

の右皿のや,1号-クエで,((.56)の右恩の3qV4 盲qT/" t･畳 で凍乙たものに Td'る.

これらの取乱熊の振烏 Ilのうちもっとも筒徹的,iこと-鴫 のr}rlである.すなわち′エー

軸 上下の張軌場数の故鳩p ((.LEA) とは St)D､らわいちょうlこ,1よ′)小こいという事

実やある.粗 く′如 -Ttのとき. この臥 言OlHJろ.てらtて′この■複軌 ､【言笠号の符号
や碑等甘性 にもきち,31､ことを注も しても･く.

§3下方もT;草尊路の塊合,芯-Ⅵ叫 や 3-Ⅴ肋 POtvJ 首J3,吃専帝.の雇 も

価電 苛ゝのト･Y7･もT一息lてあ′)もb《lLしてよく′この餅の面白丸 首出 て こな L-. SL

kGeで･も,t醜 3-市中の正aJにつ､-て相同篠であるが,これらの物質そJつ伐束帯の轟 が

才一7･りユアン域の兎界汀痘 lてあ Il.(H O)-ス71)ユー泉a Jて指 してL7,とhちらも叉 Iて

tib 芸crT と .Jも.レT-JT,て,SA･とGeQ)吃尊髄3･iうま<炊tlf , 散乱帯のこ

の3･う,3掃歓的T3凍貴D噸療i=泉もモあろう.
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